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新潟県中央メーデーは
YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
でも視聴できます

気合の入ったガンバロー三唱気合の入ったガンバロー三唱

司会を務めたジャックポットの司会を務めたジャックポットの
春巻まさしさん（左）と大野まさ春巻まさしさん（左）と大野まさ
やさんやさん

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
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北
村
製
作
所
労
働
組
合
の
皆
さ
ん

北
村
製
作
所
労
働
組
合
の
皆
さ
ん

デモ行進で賃上げや長時間労働の是正などを訴える参加者デモ行進で賃上げや長時間労働の是正などを訴える参加者

「名立太鼓連中」の迫力ある演奏「名立太鼓連中」の迫力ある演奏

クミジョ（クミジョ（女性組合員女性組合員）の皆さんが元気に「女性活躍」をアピール）の皆さんが元気に「女性活躍」をアピール

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第423号 2026年５月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

5月の主な活動
	11日	 第1回総務・財政委員会

	19日	 労働相談学習会

	20日	 第7回四役会議

	21日	 第4回青年委員会

	26日	 第7回執行委員会

組織拡大トップリーダー宣言

必ずそばにいる存在と
なるために

連合新潟 会長　　
小 林  俊 夫

　働く者一人ひとりは、弱い存在と言われてい
ます。雇用形態や働き方が多様化し、個々の課
題が見えにくくなっている今だからこそ、より
多くの仲間がつながり合うことが求められてい
ます。仲間が増えることで交渉力は高まり、社
会へ確かな影響力を持って発信していくことが
できます。
　また、組織の強化は、現場の声を共有し、互
いに支え合う力を育むことにもつながります。
連合新潟は、すべての働く人に開かれた存在と
して組織拡大に取り組み、誰もが安心して働き
続けられる持続可能な社会の実現をめざします。

　

４
月
25
日
、
新
潟
市
・
万
代

島
多
目
的
広
場
（
お
お
か
ま
）

で
第
97
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ

ー
が
開
催
さ
れ
、
約
１
１
０
０

人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
丸
山
副
実
行
委
員

長
（
連
合
新
潟
地
協
議
長
）
の

開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
小
林
実

行
委
員
長
（
連
合
新
潟
会
長
）

は
主
催
者
挨
拶
で
、「
今
年
の

メ
ー
デ
ー
の
新
潟
県
統
一
テ
ー

マ
は
「
物
価
高
に
負
け
な
い
賃

上
げ
」
と
し
た
。
直
近
の
集
計

で
は
、
賃
金
引
き
上
げ
額
と
率

は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
水
準
。
賃

上
げ
の
勢
い
は
継
続
で
き
て
い

る
。
一
方
、
実
質
賃
金
を
プ
ラ

ス
に
展
開
す
る
と
し
た
目
標
達

成
に
は
黄
色
信
号
が
灯
っ
て
い

る
等
、
２
０
２
６
春
季
生
活
闘

争
の
情
勢
に
触
れ
た
上
で
、
メ

ー
デ
ー
は
、「
労
働
者
の
団
結
・

主
張
の
場
」、「
働
く
仲
間
の
祭

典
」
で
あ
る
。
私
た
ち
は
働
く

こ
と
の
尊
厳
を
守
り
、
働
く
者

の
多
様
な
思
い
を
集
結
さ
せ
る

メ
ー
デ
ー
に
際
し
て
、「
つ
な

が
る
こ
と
、
団
結
す
る
こ
と
」

の
重
要
性
を
再
確
認

し
、
こ
の
喜
び
を
全

体
で
分
か
ち
合
い
た

い
。
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
取
り
組
み
、

相
場
形
成
と
波
及
力

を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
の
継
続
と
と

も
に
、
関
係
団
体
と

連
携
し
、
組
織
内
外

を
問
わ
ず
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
そ
し

て
、
本
メ
ー
デ
ー
を
ひ
と
つ
の

機
会
と
し
て
、
誰
し
も
が
、
安

心
し
て
働
き
・
暮
ら
せ
る
、
当

り
前
の
社
会
を
取
り
戻
そ
う
。

職
場
・
地
域
か
ら
、
す
べ
て
の

働
く
者
と
心
ひ
と
つ
に
力
を
合

わ
せ
、「
自
由
で
平
和
な
世
界
」

を
つ
く
る
た
め
、「
社
会
と
未

来
を
か
え
て
い
く
」
た
め
の
行

動
を
起
こ
し
て
い
こ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
新
潟
県
の

鈴
木
副
知
事
、
新
潟
市
の
中
原

市
長
、
新
潟
労
働
局
の
黒
部
局

長
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

他
に
も
多
く
の
ご
来
賓
か
ら
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
14
組
合
23
作
品
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
作
品
が
並
ぶ
な
か
、
グ
ラ

ン
プ
リ
は
、
北
村
製
作
所
労
働

組
合
が
受
賞
し
、
金
賞
に
は
、

Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
支
部
、
新
潟
交

通
労
働
組
合
青
年
女
性
委
員
会

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
女
性
委
員
会
の
宮

澤
委
員
長
に
よ
る
メ
ー
デ
ー
宣

　

４
月
25
日
、
第
97
回
上
越
地

区
メ
ー
デ
ー
を
上
越
文
化
会
館

で
開
催
し
、
組
合
員
と
そ
の
ご

家
族
、
一
般
参
加
者
も
含
め
約

６
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

式
典
は
飯
田
実
行
委
員
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
ご
来
賓
の
柳
澤

上
越
副
市
長
、
梅
谷
前
衆
議
院

議
員
、
牧
田
県
議
、
土
田
県
議

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
メ
ー
デ
ー
に
合
わ
せ
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
も
実
施
し
、
食
品

や
日
用
品
な
ど
沢
山
の
寄
付
を

い
た
だ
き
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

上
越
地
区
メ
ー
デ
ー
開
催

言
の
提
起
、
青
年
委
員
会
の
関

川
委
員
長
の
音
頭
で
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
実
施
。
最
後
に
、

桑
原
実
行
委
員
会
事
務
局
長

（
連
合
新
潟
事
務
局
長
）
の
閉

会
挨
拶
、
式
典
の
締
め
く
く
り

と
し
て
小
林
実
行
委
員
長
の
先

唱
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を

行
い
終
了
し
ま
し
た
。

第97回新潟県中央メーデー第97回新潟県中央メーデー

物価高物価高にに負負けないけない賃上賃上げで、げで、
安心安心してくらせるしてくらせる社会を実現社会を実現しよう！しよう！

　

式
典
後
、
お
お
か
ま
か
ら
東

港
線
・
東
大
通
り
を
ル
ー
ト
と

し
た
万
代
公
園
ま
で
の
デ
モ
行

進
を
実
施
。
の
ぼ
り
旗
や
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
、
物
価

高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
や
、
安

心
社
会
の
実
現
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

　

第
97
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ

ー
の
模
様
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

の
連
合
新
潟
Ｔ
Ｖ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。

55月月3131日日（日）（日）はは

新潟県知事選挙新潟県知事選挙
のの投票日投票日

新潟の未来を新潟の未来を
決めるのは決めるのは
私たち自身です私たち自身です

組
織
拡
大
に
向
け
、
取
り
組
み
状
況
等
を
共
有

�
  

第
２
回
組
織
対
策
委
員
会
を
開
催

　

４
月
23
日
、
新
潟
市
内
で
第

２
回
組
織
対
策
委
員
会
を
開
き
、

18
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
林
会
長
と
飛
田
委

員
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
前
回

開
催
以
降
（
昨
年
12
月
）
の
各

組
織
の
取
り
組
み
状
況
等
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
①
連
合
新

潟
「
組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３

０
」
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
の
ま
と
め

（
案
）、
②
連
合
新
潟
組
織
拡

大
研
修
会
、
③
連
合
新
潟
組
織

拡
大
表
彰
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
論
議
・
確
認
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
組
織
拡
大

研
修
会
は
、
連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
「
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修

会
」
が
新
潟
県
で
開
催
（
６
月

24
日
・
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
）
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
研
修
会
を

連
合
新
潟
組
織
拡
大
研
修
会
と

位
置
づ
け
、
参
加
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
各
組
織
が
組
織

拡
大
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、
連
合
新
潟
、
構
成
組
織
、

地
域
協
議
会
が
連
携
し
、
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

連合新潟連合新潟
第78回地方委員会第78回地方委員会
日時　６月29日（月）日時　６月29日（月）
会場　新潟市・会場　新潟市・
　　　新潟ユニゾンプラザ　　　新潟ユニゾンプラザ

連合北陸ブロック「オルガナイザー研修会」
（連合新潟組織拡大研修会）のご案内

◆日時　６月24日㈬ 14時00分～17時30分
◆場所　コープシティ花園ガレッソ４階
◆内容　⑴ 講演：「連合組織拡大プラン2030」の取り組み
　　　　⑵ グループ討議：身近な人たちからの仲間づくり
◆対象　⑴ 連合新潟組織対策委員会委員
　　　　⑵ 構成組織・加盟組合の組織拡大等担当者（任意）

じ
ょ
う
え
つ
」
へ
寄
贈
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
結
成
43
年
目
を
迎
え
ま

し
た
「
名
立
太
鼓
連
中
」
様
を

お
招
き
し
、
元
気
で
パ
ワ
フ
ル

な
和
太
鼓
演
奏
を
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。
恒
例
の
「
お
楽

し
み
大
抽
選
会
」
は
、
加
盟
組

合
か
ら
の
ご
提
供
も
含
め
景
品

総
数
１
３
１
本
を
準
備
。
今
年

も
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
最
後
は

屋
外
の
市
民
広
場
に
移
動
し
、

参
加
者
全
員
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
声
た
か
ら
か
に
あ
げ
、

飯
田
実
行
委
員
長
の
音
頭
で

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
行
い

閉
会
し
ま
し
た
。
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新新 潟潟 推推 進進 本本 部部
(新潟県総合生活協同組合)

1525Z025

平素よりご利⽤いただき誠にありがとうございます。
こくみん共済 coop 新潟推進本部および新潟⽀所、共済ショップ新潟店は2026年5⽉31⽇を

もちまして下記へ移転する運びとなりましたので、ご案内申し上げます。

※現在の事務所での営業は5⽉28⽇(⽊)
が最終⽇となります。

〒950-0965
新潟市中央区新光町11-7
新潟光ビル２階

〒950-0087
新潟市中央区東⼤通2-4-10
⽇本⽣命新潟ビル５階

※6⽉1⽇(⽉)の営業は13時からを予定
しております。

〒950-0087
新潟市中央区東⼤通2-4-10
⽇本⽣命新潟ビル１階

公式キャラクター
ピットくん

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

新潟県中小企業家同友会と今後も意見新潟県中小企業家同友会と今後も意見
交換を継続していくことを確認できま交換を継続していくことを確認できま
したした

人生山あり谷あり？すごろく形式で人生山あり谷あり？すごろく形式で
学びながらゴールをめざしました学びながらゴールをめざしました

節目の第30回ユースラリーも笑顔で閉幕節目の第30回ユースラリーも笑顔で閉幕

『令和８年度『令和８年度
当初予算の概要』当初予算の概要』

2026地協青年代表者会議＆2026地協青年代表者会議＆
第30回ユースラリーを開催第30回ユースラリーを開催

2026年５月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第423号

　

生
活
保
護
受
け

て
い
る
者
が
年
々

増
加
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
特
に
20

代
の
受
給
者
が
急

増
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
い

た
。
理
由
は
様
々
だ
が
、
実
家

に
帰
る
の
が
最
後
の
砦
と
思
っ

て
も
親
も
困
窮
し
て
い
る
。
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
で
働
き
、
う
つ
病

と
診
断
さ
れ
休
職
し
た
が
復
帰

で
き
ず
制
度
に
頼
っ
た
な
ど
ど

れ
も
切
実
で
あ
る
。
無
理
し
て

働
い
て
悪
化
し
て
二
度
と
復
帰

で
き
な
く
な
る
く
ら
い
な
ら
生

活
保
護
で
健
康
に
な
っ
て
か
ら

働
い
た
方
が
よ
い
と
な
る
よ
う

だ
。
賛
否
は
あ
る
と
思
う
が
傾

向
だ
け
で
み
る
と
将
来
が
非
常

に
不
安
に
な
る
。�

（
Ｙ
Ｇ
）

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

�

各
団
体
へ
の
要
請
・
意
見
交
換
を
行
う

令
和
８
年
度
『
新
潟
県
予
算
』の

全
体
像
を
つ
か
む

　

4
月
11
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
は
、
新
潟
市
・
ガ
レ
ッ

ソ
ホ
ー
ル
で
２
０
２
６
地
協
青

年
代
表
者
会
議
、
第
30
回
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
協
青
年
代
表
者
会
議
で
は
、

連
合
新
潟
青
年
委
員
会
と
各
地

協
青
年
女
性
委
員
会
か
ら
２
０

２
５
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２

６
年
度
活
動
計
画
を
全
体
へ
共

有
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
は
、
良
好

事
例
の
水
平
展
開
や
課
題
解
決

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
、
さ
ら
な
る

活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
で
は
、

新
潟
県
労
働
金
庫
を
講
師
に
招

き
、「
賢
い
お
金
の
育
て
方
・

使
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
金

と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
関
わ
り

を
中
心
と
し
た
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
す
ご
ろ
く
」
を
活
用
し
、

止
ま
っ
た
マ
ス
に
合
わ
せ
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
必
要
な
経
費
、

労
働
金
庫
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
た
内
容
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
感
覚
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
同
士
の
会
話
が
弾

み
な
が
ら
進
行
し
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
労
働
金
庫
で
は
、
今

回
の
よ
う
に
各
組
織
か
ら
の
要

望
に
沿
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に

ご
対
応
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
楽
し
み
な
が
ら
学
び
た
い
」

と
い
う
組
織
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
４
月
６
日
に
新

潟
県
中
小
企
業
家
同
友
会
と
の

意
見
交
換
、
４
月
15
日
に
新
潟

県
社
会
保
険
労
務
士
会
へ
の
要

請
行
動
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し

た
。

　

新
潟
県
中
小
企
業
家
同
友
会

と
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、
２

０
２
６
春
季
生
活
闘
争
に
お
け

る
新
潟
県
内
の
賃
上
げ
状
況
に

加
え
、
人
手
不
足
や
価
格
転

嫁
・
適
正
取
引
、
労
働
相
談
内

容
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
双

方
が
把
握
し
て
い
る
課
題
も
含

め
な
が
ら
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会

へ
の
要
請
行
動
で
は
、
労
働
条

件
や
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
関
す
る

９
項
目
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

各
産
業
特
有
の
課
題
や
法
改
正

の
動
き
、
双
方
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
内
容
の
共
有
な
ど
、
実
態

を
踏
ま
え
な
が
ら
幅
広
く
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　

賃
上
げ
や
労
働
条
件
改
善
の

た
め
に
は
、
労
使
双
方
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
も

中
盤
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
後

も
協
議
・
交
渉
を
控
え
る
加
盟

組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
粘

り
強
い
取
り
組
み
と
と
も
に
、

企
業
側
と
の
良
好
な
労
使
関
係

の
構
築
を
お
願
い
し
ま
す
。

連合新潟  2026春季生活闘争 第５回要求集計結果（4月17日公表）
☆調査対象335組合（68,610名）のうち、要求提出報告があったのは216組合
（54,698名）

☆平均方式213組合（53,327名）
☆集計可能な組合は136組合（45,797名）。集計結果は以下の通り。
☆額・率両方のデータのない組合は集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 要求集計 】

集計組合
組合員１人あたり平均 １組合あたり平均

（加重平均） （単純平均）
組合数 人員 金額 率 金額 率

計 136 45,797 19,029 6.20 18,530 6.65 

連合新潟  2026春季生活闘争 第５回回答・妥結集計結果（4月17日公表）
☆回答・妥結報告があった組合137組合（41,622名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2026額・率」と「2025額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答・妥結集計 】

規模別
集計組合

2026 2025同時期 対　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計

～99 23 985 10,061 4.10 9,736 4.08 9,178 3.74 8,578 3.73 883 0.36 1,158 0.36 
100～299 33 4,387 11,345 3.95 11,527 4.04 11,823 4.41 11,027 4.08 -478 -0.46 500 -0.04 
300～999 25 9,476 14,877 4.83 14,091 4.72 13,289 4.42 12,715 4.34 1,587 0.40 1,376 0.38 
1000～ 10 18,036 15,723 4.89 17,704 5.11 16,100 5.24 16,339 5.14 -377 -0.35 1,365 -0.03 
計 91 32,884 14,726 4.72 12,457 4.36 14,512 4.85 11,455 4.18 213 -0.12 1,002 0.18 

■■  歩いてしか通れなかった国道はもう歩いては通れません歩いてしか通れなかった国道はもう歩いては通れません
�� ■■■■■■  県央地協 発    県央地協 発  ■■■■■■

　道路整備が決まっておよそ40年。福島と新潟を結ぶ秘境の
絶景国道が繋がります。
　国道289号「八十里越」この歴史ある道の開通が令和８年秋
から令和９年夏頃に予定されており、旅好き・ドライブ好きの
間で注目が集まっています。三条市から福島県只見町へと続く
歴史の峠道はあまりの険しさから一里が十里にも感じられ、古
くから「八十里越」と名付けられました。昭和61年から国土
交通省・福島県・新潟県により、この「通行不能区間」の解消
を目指して改築事業がはじめられ、11本のトンネルや10本の
橋梁建設という大工事が進められてきました。中でも橋脚の高
さが80メートル超と、八十里越の象徴的な存在となる5号橋梁
の名称は公募により「八十里越天空大橋」と命名されました。
　困難を極めたこの
国道整備事業も着実
に進められ、いよい
よ全面開通という歴
史的な瞬間が近づい
ており、新潟県側、
福島県側の双方で期
待が膨らんでおり各
地で様々なイベント
が計画されています。

私の私の地地
まちまち

域域からこんにちは！からこんにちは！⑱⑱

4月の自治体選挙結果
三条市議会議員選挙
投開票日4月19日（定数22）

当選（３期）岡本　康佑　2,127票
当選（２期）竹山　嘉一　1,895票
ご支援、ご協力に感謝いたします。

ありがとうございました。

　

４
月
24
日
、
連
合
新
潟
は
政

策
研
修
会
を
開
き
、
新
潟
県
総

務
部
財
政
課
の
担
当
２
人
を
招

い
て
、
令
和
８
年
度
新
潟
県
当

初
予
算
の
重
点
分
野
や
特
徴
な

ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
連
合
新
潟
政
策
・
制

度
の
要
求
と
そ
の
実
現
に
つ
な

げ
る
た
め
、
執
行
委
員
や
政
策

委
員
ら
33
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

県
の
担
当
者
か
ら
は
、
今
年

度
予
算
は
県
民
税
や
法
人
事
業

税
、
国
の
交
付
金
な
ど
歳
入
が

増
加
し
た
こ
と
や
、
物
価
高
対

策
と
し
て
、
中
小
企
業
と
公
共

交
通
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
、

県
民
に
対
す
る
宿
泊
料
金
・
飲

食
店
割
引
の
支
援
を
予
算
化
す

る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
予
算
の

全
体
像
と
分
野
ご
と
の
概
要
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
多
く
の
出
席

者
か
ら
予
算
の
つ
い
た
事
業
に

関
す
る
質
問
や
意
見
が
あ
り
、

県
の
担
当
者
も
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
使
用
し
た
資
料

（
予
算
の
概
要
、
予
算
に
お
け

る
主
な
事
業
な
ど
）
は
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
『
令
和
８
年
度
当

初
予
算
の
概
要
』
に
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
閲
覧
可
）

政
策
研
修
会
を
開
催

2026地協青年代表者会議＆
第30回ユースラリーを開催


